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進捗報告（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：  ２０２２年 １０⽉ １２⽇ 
● 事 業 名 ： ⼤阪市⽣野区における「多⽂化共⽣のまちづくり拠点」の構築事業 
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈⽇本国際交流センター 
● 実 ⾏ 団 体 ： 特定⾮営利活動法⼈ IKUNO・多⽂化ふらっと   
 

① 実績値 
アウトプット 指標 ⽬標値 

 
達成時

期 
現在の指標の達成状況 進捗

状況
＊ 

 

1−1．外国ルーツ⻘少年を対
象にした放課後の教科・⽇本
語と⺟語の学習⽀援事業が実
施されている。 

地域の NPO 等とも連携・協同によ
る①放課後の教科学習の開催数及
び参加者数、②⽇本語教室の開催
数及び参加者数、➂⺟語教室の開
催数及び参加者数 

①150 回、80 ⼈（継続参加、
年間） 
② 100 回、40 ⼈（継続参

加、年間） 
③ 50 回、40 ⼈（継続参

加、年間） 

2023 年
3 ⽉ 

① のべ 441 回、4143
⼈ 

② のべ 294 回、1335
⼈ 

③ のべ 294 回、720 ⼈ 
  

3 

１−２．⼤阪を軸とした関⻄
の外国ルーツ⻘少年が参加す
る出会いと交流の場がつくら
れている。 

外国ルーツ⻘少年の①キャンプ実
施回数、②キャンプの参加者数、
③企画会議数、④交流会の開催数、
⑤交流会参加者数・団体数 

① キャンプ実施開催数：
年 1 回 

②参加者の1回あたり１０
０⼈参加 
③企画会議数延べ 12 回 
④ 年 1 回 
⑤ 30 ⼈、10 団体 

2023 年
3 ⽉ 

①１回 
②８２⼈参加 
③９回 
④１回 
⑤３０⼈２団体 

２ 
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２−１．外国ルーツ⻘少年等
の⽣野区居住の外国⼈住⺠に
対する⽣活実態把握等のイン
タビューやアンケート調査が
実施されている。 

①学術論⽂の数 
②学会・研究会での発表回数 
③報告書の配布部数 
④報告会開催数 

①5 本 
②6 回 
③100 部 
④3 回 

2023 年
3 ⽉ 

① 1 本 
② 2 回 
③ ２００部 
④ ２回 

３ 

２−２．「多⽂化の⽣野区モデ
ル」構築に向けた施策・政策
提⾔書がつくられている。 

①施策提⾔書の配布部数 
②政策提⾔の発表回数 
③⽣野区職員、区政委員、NPO、地
域諸団体等への報告書の配布 
④⽣野区職員、区政委員、NPO、地
域諸団体等への説明会等の開催数 
 

①100 部 
②２回以上 
③50 部 
④5 回以上 

2023 年
3 ⽉ 

① 200 部 
② 1 回 
③ 100 部 
④ ６回 

２ 

３−１．外国ルーツ⻘少年を
はじめとする市⺠が参加する
官⺠協働の「多⽂化イベント」
が毎年実施されている。 

①多⽂化イベントへの参加者数 
②⽣野区との連携・協⼒のための
会議等の開催数 
③プレイベント等を含む協⼒団体
数  
④多⽂化イベントへの参加団体数 
⑤ブース・ステージなどの数 
 

①10,000 ⼈以上 
②年 12 回 
③10 団体 
④30 団体 
⑤40個 

2023 年
3 ⽉ 

① 430 ⼈ 
② 10 回（実施済） 
③ 50 団体以上（予定） 
④ 40 以上（予定） 

  
２ 

３−２．外国ルーツ⻘少年の
学びや、まちづくりなどをテ
ーマにしたシンポジウムなど
が実施されている。 

①開催回数 
②延べ参加者数 

①年 2 回の開催 
②延べ参加者は年間 200
⼈以上 

2023 年
3 ⽉ 

① 13 回 
② 522 ⼈  

２ 
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４−１．多⽂化共⽣のまちづ
くりの拠点として「IKUNO・
多⽂化共⽣センター」（仮）が
設⽴されている。 

①多⽂化共⽣まちづくり拠点「い
くのパーク」に関わる利害関係団
体数 
②「IKUNO・多⽂化共⽣センター」
設⽴に関わる⽣野区の関係機関等
の数 
③外国⼈⽀援に関わる事業数 
④外国⼈⽀援に関わる相談件数 

①50 団体以上 
②20 団体以上 
③5 事業以上 
④300件以上 

2023 年
3 ⽉ 

①70 団体 
②11 団体 
③5 事業 
④200件 

 
 

３ 

 
＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. (任意）活動に関する報告 
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③ 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 

þ⾃団体のウェブサイトで表⽰している  þ広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þ イベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
・オオサカジン「廃校を、新たなまちづくり拠点に！いくのパークプロジェクトがスタート！」（7 ⽉ 6 ⽇掲載） 
（https://kaishaoen.osakazine.net/e742590.html） 
・号外 NET「【⼤阪市⽣野区】芝⽣に保育園、BBQ 場まで！？廃校となった御幸森⼩学校を活⽤した新スポット「いくのパーク」が誕

⽣！⾒学会参加の様⼦もお届けします！」（7 ⽉ 7 ⽇掲載）（https://higashinari-ikuno.goguynet.jp/2022/07/07/ikunopark1/） 
・毎⽇新聞朝刊⼤阪市内版「⽇本語⼒不⾜希望もてぬ」（7 ⽉ 7 ⽇掲載） 
・YahooCREATORS「【⼤阪市⽣野区】芝⽣広場に保育園、BBQ 場まで！？ 廃校を活⽤した新スポット「いくのパーク」が誕⽣！ 
」（7 ⽉ 9 ⽇掲載）（https://creators.yahoo.co.jp/perutaro/0100265972） 
・毎⽇新聞朝刊「あしたにちゃれんじ学校跡地共⽣の場に」（7 ⽉ 29 ⽇掲載） 
・⽇経新聞朝刊「⽇韓交流活発化⼤阪から芽⽣え」（9 ⽉ 30 ⽇） 
・広報いくの 10 ⽉号掲載「いくのパークプレオープンイベント」「区⻑からのメッセージ」 

 
2.広報制作物等 
「⽣野の“⽇本語指導が必要な”⼦ども⽩書報告会」案内チラシ 
「外国につながる⼦どもの⽇本語/学習サポーター養成講座」案内チラシ 
「いく PA 図書室 ふくろうの森開所式」案内チラシ 
「⼩学⽣ DO-YA」募集チラシ 
「いくのパークこども⾷堂」案内チラシ 
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「いく PAの体験農園野菜づくり体験」案内チラシ 
 

3.報告書等 
 ・「⽣野の“⽇本語指導が必要な”⼦ども⽩書」（NPO 法⼈クロスベイスと共同制作） 
 

4.外国ルーツ⻘少年に関わるイベント開催等（シンポジウム等） 
「⽣野の“⽇本語指導が必要な”⼦ども⽩書報告会」 6 ⽉ 26 ⽇開催 参加者数：９８名 
「住友商事ﾌﾟﾛﾎﾞﾉﾒﾝﾊﾞｰ×⿓⾕⼤学⽣『いく PAの体験農園』で雑草抜き活動」8 ⽉ 18 ⽇開催 参加者：16 名 
「いく PAの体験農園野菜づくり体験」9 ⽉ 10 ⽇開催 参加者数：45 ⼈ 
「いく PA 図書室 ふくろうの森開所式」 9 ⽉ 18 ⽇ 参加者：100 名 
「外国につながる⼦どもの⽇本語/学習サポーター養成講座」（全 5 回）参加者数：17 名（申込者） 
第 1 回 9 ⽉ 25 ⽇開催、以降第 2 回 10 ⽉ 1 ⽇、8 ⽇、15 ⽇、22 ⽇（予定） 

 
 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
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（⽩書報告会）                     （⼦どもたちの体験農園） 
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（図書室開所式）                        （学習⽀援教室） 
  


